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ジタル技術の向上で必ずしも最善の選択肢で

あるとは言えなくなってきた今―フィルム複製

は本来的に画質の低下を伴い、褪色や損傷等

による物理的瑕疵もそのまま転写されてしまう

―過去10年間で一段と洗練されてきたデジタ

ル技術を活用することにより、「過去の映画体

験をいかにして未来に引き継ぐか」（New Life 

For Cinema’s Past）という最重要課題をめぐっ

て活発な議論が交わされた。

　まずはチネテカ時代からチネマ・リトロバー

ト（1986年開催）や、リマジネ・リトロバータ

（1992年設立）の生みの親として、長いあいだ

ヨーロッパにおける映画復元を牽引してきた

ニコラ・マッツァンティ（現ベルギー王立シネ

マテーク館長）が基調講演「デジタル対アナロ

グ―馬は馬である」において、映画保存の前

提となる「複製」や「復元」といった言葉の本質

に今こそ向き合うべきだとして、次第に曖昧化

してきたデジタル／アナログの境界そのもの

に注意を促した。馬（エドワード・マイブリッジ

の馬）＝フィルムと、ラクダ＝デジタル（馬とは

似て非なるもの）のメタファーで会場を笑いに

つつみながら、画の構成要素や色域といった

観点からアナログ映像とデジタル映像の根本

的な違いを浮き彫りにしつつ2、今日のデジタ

ル復元は、映画制作の根幹にある「フィルム複

製システム」のデジタル・シミュレーション（図2）

にすぎず3、むしろフィルムのように「複製」で

きないからこそ「復元」せざるを得ないのだ、と

デジタル／アナログの同一性に疑いを示した。

　その一方で、「映画復元の未来」をめぐるパ

ネル・ディスカッションにおいて、デイビッド・

ウォルシュ（FIAFテクニカル・コミッション委員

長）は、「馬」が死に絶えてしまうリスクにいつ

でも対応できるよう、「フィルム映写時のルッ

ク（見た目）をデジタルデータ上でシミュレート

し、可能なかぎり真正な映画体験を再現でき

るよう備えておくべきである」として、今後も

高度化してゆくデジタル技術に対して楽観的

な見通しを示した。実際、アナログ・フィルムが

かつて成し遂げたことを、デジタル技術が完全

にシミュレートできるようになるのは、それほど

遠い時期ではないだろう。しかし、それを実現

するには、映画フィルムが実際に入手できなく

なるまでに―もちろんフィルム映写（フィルム

撮影）特有の画の美しさを理解する映画（撮

影）監督や、アーカイブ機関によるフィルム製

造各社へのロビー活動は続けられている―映

画フィルムの物質的特徴について、膨大な量

のデータを収集、蓄積しておく必要がある。

　モノとしてのフィルムに対する理解をさらに

深めるには、英国映画協会（BFI）のチャール

ズ・ファレル（コンサベーション・ディレクター）が

中心となり、現像所の技術者や、フィルム専門

家ブライアン・プリチャード（映画フィルムの技

術的側面に焦点をあてた浩瀚な書物を刊行）4

らを招いて2012年に組織された「フィルムア

ーカイビングの未来」（FoFA: Future of Film 

Archiving）グループが、最近になって公表し

た活動報告が示唆に富む5。たとえば2012年

度の報告が提起する「リバース・エンジニアリ

ング」の概念を、すでに生産終了となった富士

フイルム株式会社の撮影用・上映用映画フィ

ルムに適用し、同社がかつて非公開としてい

た技術情報にアクセスを試みたり、フィルム

そのものを直接検査してその物質的構造を明

らかにしようとする発想は、きわめて有効であ

ろう。実際、複雑な構造をしているカラーフィ

ルムについては、同社が

保管している製造時期の

異なるフィルムタイプご

との分光特性やセンシト

メトリー（コントラストや

感度）をはじめ、現存す

るプリントそのものに残

されたLAD（現像所にお

　6月22日から28日までの七日間、第72回
国際フィルムアーカイブ連盟（FIAF）会議がイ
タリアのボローニャで開催された。本稿では、
25日から26日の二日間にわたり「映画復元」
（Restoration）をテーマに開催されたシンポジ
ウムでの議論を中心に、その概要を報告する。

　赤煉瓦と柱廊の街・ボローニャが世界に誇

る映画の復元と保存のための複合施設「チネテ

カ」（Fondazione Cineteca di Bologna）では1、

傘下の修復ラボ「リマジネ・リトロバータ」にお

いて、近年のFIAF映画復元サマー・スクール

を運営するとともに、来年には映画館「モデル

ニッシモ」（1915年建造）の 再
レストレーション

生 を完了させ

るなど、FIAF加盟機関の中でもとりわけ「映画

復元」の分野で主導的な立場を担ってきた。

1994年の第50回FIAFボローニャ会議以来、

22年ぶりにホストを務めるチネテカが、デジ

タル時代にふさわしい「映画復元」の新たな方

向性をいかにして打ち出すのか、そのかじ取

りに注目が集まっていた。

　なお今回のFIAF会議も22年前と同様、今年

で30周年を迎えた復元映画祭「チネマ・リトロ

バート」（会期：6月25日～7月2日、概要を本

号16頁で報告）と部分的にスケジュールが重

複した形で開催され、会議参加者は映画復元

をめぐり各国のアーカイブ機関が直面してい

る喫緊の課題に耳を傾けながら、彼らの最新

の復元の成果を目にする機会にも恵まれた。

「馬は馬であり、馬はラクダではない」

　シンポジウム（図1）初日の第一セッションで

は、FIAFの創立（1938年）以来、80年をかけて

取り組んできた従来型のフィルム複製が、デ
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▲図1 シンポジウム会場のエンツォ王宮

▲図2 マッツァンティの基調講演
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けるフィルムの濃度基準値）やステップ・ウェ

ッジ（段階チャート）等の情報を収集したり、状

態の良い公
ビ ン テ ー ジ

開当時の上映用プリントを長期的

に保管しておくことが求められる。これらの資

料・データやビンテージプリントが、将来的に

デジタル・シミュレーションを行う際に活用さ

れることを見越して長期的に保管されていれ

ば、フジカラーの公開当時の色彩を未来に引

き継ぐことも決して難しくはないだろう（富士の

フィルムストックに限らず、この試みはあらゆ

るストックのニュープリントを作成する際にも

応用可能である）。

　次の第二セッションでは、「映画コレクション

の未来―保存とアクセス」をテーマに、UCLA

映画テレビアーカイブの新収蔵庫、フィルム

アルヒーフ・オーストリアの可燃性フィルム収

蔵庫、シネマテーク・スイスやタイ・フィルムア

ーカイブの建設中の収蔵庫、韓国映像資料院

の坡
パ ジ ュ

州保存センター等、FIAF加盟機関が近年

建設した（ないしは建設中の）アーカイブ施設

が紹介された。ここでは、長いあいだフィルム

収蔵庫の建設を進めていたシネマテーク・スイ

スが、その途中でデジタル保存にも乗り出そう

としたところ、政治家を説得して新たな資金を

獲得するのに4、5年を要したというエピソード

が披露されるとともに、「これからは車の両輪の

ように、最初からフィルム収蔵庫とデジタル・

ストレージの導入を進めてゆくべきである」と

訴え、会場からも共感する声が多く聞かれた。

新たな潮流——映画館の再生

　シンポジウム二日目の第三セッションでは、

「映画館の未来」をテーマに、映画館の再生

と、映画遺産の新たな上映形態という、近年

ブームとも言える賑わいを見せている取り組

みが紹介された。

　「映画の父」リュミエール兄弟の『ラ・シオタ

駅への列車の到着』（1895年）で知られるフラ

ンスのラ・シオタでは、彼らが1899年にシネマ

トグラフを上映したと言われる世界最古の映

画館「エデン座」が、1995年の閉館を経て、「再

生された映画館で復元された映画を」をスロ

ーガンに再オープンした（2013年）。パリでは、

ゴーモン・パテグループが映画館「レ・フォーヴ

ェット・ゴーモン・ゴブラン」（1900年当時、そ

の地ではカフェ・コンセールが上演されてい

た）の跡地に、復元された映画や、無声映画

時代から現在までにいたる「古典的映画」だけ

に上映作品を絞ったシネコン「レ・フォーヴェッ

ト」（Les Fauvettes）をオープンした（2015年）。

その他にも、フィルモテカ・エスパニョーラの

「シネ・ドーレ」（1923年建造）の復元（2014年）

をはじめ、シネマテーク・スイス（ローザンヌ）

による全876席を擁する「シネマ・キャピトル」

（1929年建造）の再利用（2010年）や、モロッコ

における映画館「タンジェ」（1938年建造）を守

る近年の運動など、明確なコンセプトに基づく

映画館の再生と保存活動が、新しい映画体験

の場を作り出すことに成功している。

　こうした流行は、デジタル上映の浸透に対

する反動とも言える。映画を観る体験はやが

て自宅にいながらにして大画面かつ高画質・高

音質で視聴可能なゴーグル型端末を装着し、

映画館と同様の暗闇の中で個人的に没入する

形に取って代わられるかもしれない。しかし、

それでも大勢の観客と一緒に映画を楽しむ体

験を未来に引き継ごうと考える人々がいる。映

画が公開された当時の歴史的コンテクストを

保持しようと努める、フィルムアーカイブの存

在もある。歓楽街から映画館が完全に姿を消

してしまえば、街の活気が失われてしまう。欧

米では、そうした事態を憂慮する自治体等が、

長い歴史を持つ映画館を保存の対象とみなし

て、財政支援さえ行う時代に入ってきた。デ

ジタル時代の映画館は、かつての映画文化を

守り抜く最後の砦となっているのだ。

ザ・リール・シングThe Reel Thing

　シンポジウム二日目の午後は会場を歌劇場

テアトロ・コムナーレに移し、映像アーキビス

ト協会（AMIA）のサポートを受けて組織されて

いる、映像復元に関するテクニカル・シンポジ

ウム「ザ・リール・シング」が開催された（今回は

AMIAとFIAFの共催）6。二日間の「復元」をテ

ーマとしたシンポジウムが、やや現状の報告と

追認に終始していた傾向があったのに対し、こ

のリール・シングでは、映画復元の分野で新た

な技術的領域を切り拓こうとする意欲的な発表

が見られた。とりわけ20fpsがフレームレートの

下限であるDCPにおいて、無声映画時代の一

般的な映
フレームレート

写速度である16fpsや18fpsをDCP上

で適切に表示するために、当時の映写機のシャ

ッター開角度60度をシミュレートし、96fps（ハ

イ・フレームレート［HFR］の技術を援用）に間歇

的に黒味を挿入することで、被写体の滑らか

な動きを再現したジョナサン・エルランドの試

み（「新旧フレームレート」、図3）や7、色彩測定

（Colorimetric Analysis）の手法を用いて褪色し

たアグファカラーの復元に最適なワークフロー

を構築したアンケ・ウィルケニング（ムルナウ財

団）とバーバラ・フルーキガー（チューリッヒ大

学）らによる復元事例などが啓発的で、まさに

映画復元の未来を実感させる発表であった。

　今回のFIAF会議では、「馬」か「ラクダ」かを

めぐって様々な角度から議論が行われたが、最

終的には、それらが共存できる状況を長期に

わたって確保する必要性があるとの認識で一

致したように思われる。しかし、2016年にFIAF

加盟機関が映画保存のために使用した生フィ

ルムの使用量が過去最大に到達し、フィルム

復権の兆しが見られたとはいえ8、2012年からわ

ずか4年間で米コダックによる生フィルム生産

量が95％以上も急減したという事実は重い9。

今後わたしたちは従来のフィルム複製を通じた

保存戦略について、改めて優先課題を精査し、

映画体験の未来のために、より明確な保存ポリ

シーを策定してゆかなければならない。
（フィルムセンター研究員）
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▲図3 シャッター開角度60度のシミュレーション（16fpsの
場合は、回転式シャッターの羽が一周するのに要する6フレ
ームの内、羽が光を遮る3フレーム分に黒味を挿入し、1枚
の画を3回づつ表示する形で再現する）
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